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東濤会だより
宮崎県の世界NO.１・地元紙１面で紹介される

【苛性ソーダ生成の先端設備を開発した吉田光男君（延岡市在住）】
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昨年４月、宮崎県の地元新聞が宮崎県の世界ナンバー１を紹介したコーナーに東濤会の吉田光男君（元旭化成・延岡市在住）＝写真右＝が取り上げられた。同君らが開発した電解ソーダ槽は苛性ソーダ生成で世界トップのシェアを誇る。現在、世界各国の９０工場で稼動している。海外のライバル会社は次々と事業から撤退し、旭化成の一人勝ちになったという。

　吉田君は天童中学校出身。横浜国大（工）の在学当時から研究テーマを持っていた。無尽蔵の食塩水を特殊な膜で電気分解し、基礎化学薬品の苛性ソーダを生成すること。大学卒業後、イオン交換膜の先端技術を有する旭化成に入社し、一人で実用化に向けた研究、開発に当たった。
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　同君が確立した基本構想に基づき、構成部品のエネルギー的な理想の数値を計算し、発明・発見でその数値を達成して造り上げた設備は強力で、エネルギーコストは圧倒的に低い。炭酸ガスの発生量も世界最低。１５０年の歴史を持つ多くの技術の中で「勝つべくして勝った」という。

　同君が育て上げた後輩たちは世界中の顧客廻りに追われている。「自分で構想し、自ら多くの発明、製作、技術開発に当たり、実証した技術なので嬉しく思い、自慢もできる」と語る。

《電気化学会の最高賞を受賞》
　２００７（平成１９）年には電気化学会の最高賞でもある功績賞を受賞している。同君が１９７５（昭和５０）年に世界で初めて「陽イオン交換膜法食塩電解設備」を稼動させて以来、日本の電気化学会は３０年間、世界のリーダーだった。「食塩電解」「燃料電池」「リチウム電池」などで日本が世界の先頭を走り、そのキーマンが吉田君であったというのが受賞理由とされる。
《企業技術の地域還元でも貢献》
　同君は民間技術者が中学校に出掛け、理科の授業をした日本最初の人間でもある。いわゆる出前授業のパイオニアだった。さらに企業の地域貢献ということで、自治体が抱える環境問題の解決に取り組み、世界では初めてといわれるペットボトルのリサイクル技術を生み出したほか、焼酎の粕を再利用する技術開発やゴミ焼却場の改良などに尽力した。

　焼酎の粕は海に捨てていたが、世界で禁止となり業界では処理に困っていた。良い処理方法がなければ廃業の危機ともいわれたが、コンパクトな技術開発で再利用に成功し、再利用して製造した焼酎は金賞を受賞した。

　ゴミ焼却場は既存の設備に①ダイオキシンを発生させない②焼却灰をセメント原料とする③市のゴミ焼却場の寿命を延長させる－という三つの新機能を追加し、大きな成果を挙げた。

「いずれも担当技術者や関係者たちの頑張りと協力があればこそ。改めて感謝したい」と振り返る。定年退職後は延岡市に住み、現在は週３回、夕方から５時間病院で透析しながら生活しているという。（小笠原英雄・記）

鈴蘭とメーデー
～レマン湖畔（スイス）から幸せを呼ぶ便り～

ブログで紹介：プルス雪子さん
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５月１日はメーデー。鈴蘭の日でもある。ヨーロッパではこの日、鈴蘭を贈られた人に幸福が訪れるという言い伝えがあり、愛する人や親しい人に鈴蘭を贈る風習がある。鈴蘭は春のシンボル。純白の小さな花が幸せを運び、花言葉は「幸せの再来」だそうだ。今では贈った人にも、贈られた人にも幸せが訪れるといわれるようになった。メーデーでは女性が胸に着ける赤い野バラが鈴蘭になっているという。

スイスのレマン湖畔に住むプルス雪子さんが、ご自身のブログに４月３０日付けで「鈴蘭とメーデー」を紹介している。雪子さんの許可を得てその一部を転載させていただいた。

《鈴蘭・日本での思い出》

山形県上山市の実家に瓢箪池がありました。口が東、底が西、底から丸くカーブをつくっている南側に、かなり大きな白つつじがあり、その下に鈴蘭が咲いていました。つつじと鈴蘭が同じ時期に咲いていたのかどうかは覚えていません。これが、日本での鈴蘭の思い出です。

《野生の鈴蘭》
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スイスに来てから、夫の故郷ウィンターツール近くで野生の鈴蘭を見ました。確か6月頃、トース川という川の近くで、可憐に咲き誇る鈴蘭でした。私が住むピュイ（ローザンヌに隣接する町）では、中心街に通じる道の、あるお宅の庭でヒバの下に咲くのを目にします。

《神話や伝説の鈴蘭》

ヨーロッパでは鈴蘭にまつわる神話や伝説がたくさんあるようです。アポロ神（絵の中央）が、九人のミューズ女神たちがあまりにも優雅なので、普通の花では物足りず、足に触れるに値するような花、谷の百合と呼ばれる「鈴蘭の花を咲かせた」というのもギリシャ神話の一つです。英語で、lily of the valley　と言います。日本でも「谷間の姫百合」とか「君影草」という鈴蘭の別名があると聞きました。

《シャルル９世と鈴蘭》

フランスの「鈴蘭の日」はシャルル９世に始まるらしい。今から４５０年前の１５６１年に、シャルル９世が「幸運をもたらす花」として宮廷のご婦人たちに鈴蘭を贈ったのが最初と伝えられています。

そして、パリでは洋服の仕立て屋さんが、お針子と客に、春に鈴蘭を贈るようになりました。

《メーデーでは…》

１８８７年５月１日の「世界中で八時間労働を勝ち取る日」宣言。デモが行われ、女工員たちは胸に赤の三角紋章を着けました。「労働時間は八時間、楽しむ時間は八時間、そして、睡眠時間は八時間」。赤の三角紋章は赤い野バラに、そして１９０７年からは鈴蘭の花になりました。

《鈴蘭の効用》
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5月1日には鈴蘭の花を送ります。一本だったり、束にしたのだったり、鉢植えだったり…。形は様々ですが「幸運をもたらす」との思いが込められます。

これだけではなく、他にも良いところがあるのですって。魚の目が痛かったら、ポケットに鈴蘭の根をしのばせると、痛くなくなります。本当かしら。また、仕事に飽きたら、もうアイデアが湧いてこなかったら、新鮮な鈴蘭の花を沢山回りに置くと、記憶力、精神力が又活性化すると、昔の人は言っていたそうです。

《毒にはご用心》

ただ鈴蘭全体、特に花と根が有毒です。他の有毒植物と同じように、適量ですと病気、特に心臓病の治療に効果があり、３８もの強心配糖体を含んでいるそうです。

こちらの新聞に「薬屋さんでレシピーをもらい、鈴蘭ティーを作り、飲むと、心臓に良い」と出ているのを読みました。これも本当なのでしょうか。鈴蘭の花を入れておいた水を飲んだだけで、中毒を起こしたり、死亡したりした例があるそうですから。

工場の前、街角、広場で、鈴蘭が売られます。私も一束買って、誰かに贈りましょうか…。（了）

山形東濤会・平成２２年度総会
【東根温泉・花の湯ホテルで開催】
山形東濤会（秋葉建司会長）の平成２２年度総会が４月２４日、東根温泉の「花の湯ホテル」で開かれた。４３人が出席し、２１年度の事業計画や決算報告、２２年度の事業計画を満場一致で承認。この中の事業計画で秋の芋煮会は１１月中旬に伊豆・大仁温泉で「古稀の会」を開くため、今年は中止することにした。

恒例の講演会では「純なソバの実の美味しさに惹かれて」と題した松ノ井久弘君（仙台在住）の蕎麦談義があり、目からうろこ的な話が満載だった。懇親会で同君と浦山宏君（同）が打った蕎麦が振舞われ、３人美女のサーバもあって、「美味い！！」との評しきり。好評裏に閉会した。（清水彬・記）

東濤会メンバーによる珠玉のコンサート
【ピアノ・チェロ・フルート・尺八で競演】
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東濤会の洋・邦楽奏者によるミニ・コンサートが去る４月２３日夜、山形市香澄町のギャラリー葦で開かれた。
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出演したのはグレゴリー明子（オーストラリア・ピアノ）、高坂知勝（千葉・チェロ）、三浦剛（山形・フルート）、渡辺宏一（山形・尺八）、佐藤勇（東京・フルート）の５君。ピアノ・チェロ・フルートの三重奏やフルート・尺八、ピアノ・尺八、フルート・ピアノなど多彩なアンサンブルを披露した。

明子さんは小学生の頃からピアノを習い始め、中学時代は学校にあったグランドピアノを自在に引き続けたという。音楽一家で育った高坂君は子供の頃からチェロの手ほどきを受け、三浦君は退職後中断していたフルートの練習を再開した。渡辺君は都山流の達人。「江山」の雅号を持つ。佐藤君は学生時代からジャズバンドでトランペットを吹き、現在も親父バンドで全国を回る。今回は友情出演ということで駆け付けてくれた。

東濤会の会合で明子さんと高坂君の音楽談義から共演話が持ち上がり、山形市のプロダクション「まさはる企画」のプロデュースでコンサートが実現した。軽食・ドリンクがセットされたフロアのテーブル席は東濤会の会員１４人（うち女性４人）と奥様方３人で満席になった。
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ステージは明子さん、三浦君、高坂君によるシューベルトの歌曲集・白鳥の歌第４曲「セレナード」で始

まり、高坂君と明子さんがカルザスのカタルーニャ民謡編曲「鳥の歌」、さらに渡辺君と三浦君がビショップの「埴生の宿」をコラボ。友情出演の佐藤君はフルートの魅力をたっぷりと奏で、アンコールにも応えてくれた。
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渡辺君と明子さんによる「平城山」の演奏では、フロア席の佐藤章夫会長が「人恋うは　哀しきものと平城山に　もとほりきつつ　堪えがたかりき」「古も　つまを恋いつつ越えしとふ　平城山のみちに　涙おとしぬ」と、見事な歌唱力を披露する一幕もあり、ステージとフロアが一体になって盛り上がった。

会場には浦山宏君（仙台在住）の版画も展示された。浦山君は４月上旬、山形国際ホテルで作品展を開いたばかり。その力作を飾り、コンサートに花を添えた。（小笠原英雄・記）
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東京東濤会・囲碁愛好会
【発足：２年前、囲碁狂（イゴキチ）８人が集う】
２００８年２月６日、午後１時、東京八重洲の囲碁サロン「いずみ囲碁ジャパン」に集いし囲碁狂（イゴキチ）８名。その名は、岡部正美、今野信男、工藤利憲、鈴木岑一、高坂知勝、縄野光邑、長谷川幸夫、山口登、そして観戦記者として浪岡嘉之の各氏。
これが東京東濤会の囲碁愛好会発足の第１回例会でした。
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あれから２年、毎月１回の例会、毎年１回の研修旅行を実施、ようやく３年目に入りました。
現在のメンバーは上記８名に加え、発足メンバーの奥田健造、山水一郎とその後新加入の高橋和靖、楠川邦輔の各氏を含む１２名。
開始時間も、はるばる三島や高崎から馳せ参じる今野、縄野両氏の希望をいれ１３時から１１時に繰り上げ、１日どっぷり碁に集中できる体制に変更。
[image: image13.bmp]手合い割りは、スタート時におのおの自分の棋力を自己申告する持ち点制を採用。ちなみに初段格が２１５点で、以下１５点刻みで２段が２３０点、１級が２００点という持ち点になり、対局で勝てば１点上がり、負ければ１点下がる仕組み。
控えめに申告すると勝率が上がり、欲目に申告すると下がる。おのずと適正な位置に落ち着く。ただし研鑽に励めばそれなりに勝率に反映するのは、当然というものです。
【懇親会：対局後は居酒屋へ直行】
　囲碁とお酒との相関関係は知らねど、なぜか我がメンバーは呑んベーぞろい。対局も４時を過ぎると「お酒が脳裡をよぎって」、そわそわする者続出。近くの居酒屋にしょば替えと相成ります。そして飲むほどに談論風発、高校時代にタイムスリップ。よくも毎月毎月飽きないものと感心するばかり。でも７時には「はいおしまい」。ただし、それからまた碁会所にもどって１局楽しむ者数名あり。ほんとに好きなんですな。
【初めての研修旅行：発足１年記念で勝浦へ】
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　「朝から晩まで１日中碁を打とう」「賛成！賛成！」「お酒と温泉つきだぞ」「そうだ！そうだ」「発足１年記念で２月にしよう」「異議なし！」と、ある日の懇親会で衆議一決。酒を飲んでいる席ではなんでも即断即決。かくして第１回研修旅行が０９年２月８，９日に実施の運びとなりました。
場所は幹事を務めた工藤くん推奨の「かんぽの宿勝浦」。参加者は１０名。往きの列車の中では早くも酒盛りに精を出すもの、９路盤での対局に熱中するもの、我関せず居眠りするもの、さまざま。宿に到着後２４時間、眼下に外房の太平洋を望む贅沢な環境下で、碁と酒にどっぷり。一同満足、満足でご帰還。

【新潟十日町のリゾート施設で第２回研修旅行】
この楽しい企画に味を占めて、第２回研修旅行を１０年２月１４，１５日に実施。
今度は幹事を買って出た長谷川くん推奨の、新潟十日町のリゾート施設「ベルナティオ」。参加者は８名。新宿からバスで３時間半。目を覚ますと、そこは雪、雪の世界。
対局は８名総当り。ほくそ笑むものあり、ぼやくものあり、ヒエーと悲鳴をあげるものあり、さまざま。
飲んだ酒は、各人持ちよりの全国各地の銘酒四合ビン１０本。ビール、ワイン、ウイスキー数多。温泉に入り損ねるものも出る始末。
【勝って驕らず・・・】
　勝って驕らず、負けて腐らず。「得意淡然　失意泰然」の精神が東京東濤会囲碁愛好会のバックボーン。これからも末永く良い仲間と碁を楽しんでいきたい、メンバーの誰しもが願っているところです。（山口　登・記）

東濤会「３年５組」関西グループ花見会

《京都の長岡天満宮・背割堤・勝竜寺城を周る》
　「３年５組」の関西在住者が５人いました。木村敬（滋賀）、中村弘（三重）、中島勇雄（奈良）、佐藤浩平（兵庫）の諸君と私、前野弘志（京都）です。２００４年頃から機会ある毎に連絡を取って集まっていましたが、残念ながら木村君、中島君が相次いで急逝されて３人だけとなってしまいました。３人だけの花見会では寂しいので、私の家内と親交のあった木村君の奥さんをお誘いし、グレゴリー明子さんもシドニーから駆けつけてくれて女性が三人、そして男性三人の計六人が集合し、３月３１日京都での花見会と相成りました。

　当日は花冷えのする曇り空でしたが、まずは五大天満宮の一つ長岡天満宮の八条ケ池周辺の桜（五分咲き）を見て歩き、湖畔の料亭で昼食、懇談、３年５組時代にタイムスリップ、思い出話に花を咲かせました。

　次は今日のハイライト、京都の河川が全て合流する所の背割堤の桜並木（桜の隠れスポットで４ｋｍにわたって２５０本のソメイヨシノが見事です）。こちらは７～８分咲きで十分堪能することができました。京都の有名社寺も良いですが、なにしろ観光客の人波でゆっくりと桜鑑賞とは行きません。ここはマイペースで見られ、しかも無料です。お奨めしたい場所です。

　最後は、歴史の勉強で勝竜寺城です。ここは戦国時代、細川忠興に嫁いだ明智光秀の娘ガラシャ夫人の里として有名で、明智光秀も本能寺で織田信長を討った後、羽柴秀吉との山崎の合戦にここから出撃し、戦い敗れてここを経由して落ち延びる途中非業の死をとげたと言われています。

　関西グループも頑張っています。「３年５組」以外の方の飛び入りも大歓迎です。皆さん是非、京都や関西方面にお越しの節は声をかけて下さい。（前野弘志・記）
山形東濤会・囲碁愛好会も宿泊例会
【３月１４日（日）～１５日（月）・蔵王温泉】

山形東濤会・囲碁愛好会の宿泊例会が３月１４日（日）から１５日（月）にかけて蔵王温泉の「白銀荘」で開かれた。

年６回、奇数月の第２日曜日に山形市内の公民館を中心に例会を開いているが、今回、初めて宿泊例会を企画した。現在の会員１８人のうち１２人が参加し、初日は午後１時から夕方６時まで各５番ずつ対局。

夕食の膳で盃やグラスを傾け合った後、再び碁盤に向かい、深夜１２時まで盤上を見つめ合う者、カラオケで自慢の喉を披露する者もおり、三々五々床に就いた。日中、スキーをして、夕食だけに出席した人もいる。

翌朝、窓を開けると名残雪がうっすらと山を染め、雪は少なかったものの蔵王の朝は流石に肌寒かった。これからも長～く続けていきたい囲碁仲間の例会だ。（清水彬・記）
仕込み酒蔵見学会
【夫婦を含め２３人が設楽酒造（西川町）を訪問】

　厳寒期の２２年２月１２日（金）、月山酒造の仕込み蔵である設楽酒造（西川町）の酒蔵を見学した。送迎には同町にある「月山銘水館」のマイクロバスを依頼した。

　酒蔵ではもろみの香りに触れ、杜氏からは酒米によって味の違いがあることや、精米率によって普通酒、吟醸酒など等級が違ってくる－といった説明を受けた。原酒の試飲などで皆さん“絞りたて”を味わい、いずれも満足そうな表情。

　工場見学の後は茅葺き屋根の自宅で甘酒やお茶と粕漬けの漬け物などを頂戴し、その旨さに感嘆の声しきりでした。

　今回は東濤会の会員１９人（うち女性３人）と奥様方４人の合わせて２３人の参加となり大変、賑やかな小旅行となりました。

　酒蔵見学の後は、月山地ビールを製造している「月山銘水館」の食堂で昼食セットに地ビール、月山酒造の地酒飲み放題付き、さらにソフトクリーム等の食べ放題で大いに盛り上がりました。夕方、山形までの車中も賑やかな宴が続き、厳寒期を忘れての楽しい一日となりました。（鈴木正朗・記）
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多彩なアンサンブルが披露された珠玉の演奏会





熱演の三浦、渡辺、明子の３君（左から）





【インターネット東濤会ホームページの閲覧について】


閲覧アドレス　


①http://mkm.Mydns.jpから入る


②http://www3.ic-net.or.jp/-motokazuのホームページの中に入り、メニューの「別室のホームページです」に入る。そこで「東濤会ホームページ」が表示されるので選択して閲覧する。








手話・黙考（新潟十日町での対局から）





対戦結果を手に（かんぽの宿勝浦）





対局を終えて：雪のちらつくベルナティオ前





東濤会「古稀の会」開催の予告案内


３年前の２００７（平成１９）年９月１７日、東根温泉「花の湯ホテル」で開催した「東濤会４７年を語る集い」は、１００人参加の目標をクリアし、盛会裡に終わることが出来ました。


その際、次回の「古稀の会」は関東方面で開催しよう－という声が強かったことは記憶に新しいところです。


　このたび関東在住の方々と相談し、下記のような要項で東濤会「古稀の会」を開催することになりました。今後は関東と山形から数名ずつが実行委員となり、打ち合わせを行いながら、９月上旬頃に本案内状を送付する予定です。


　会員の皆様からは、是非ご予定いただき、できるだけ多くの方々が参加してくださいますよう


ご案内申し上げます。


記


１．日　時　　平成２２年１１月１５日（月）午後４時集合


　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６日（火）朝食後解散


２．場　所　　静岡県大仁温泉「大仁ホテル」


〒４１０－２３２２　伊豆の国市吉田１１７８


電話０５５８－７６－１１１１


３．会　費　　１６，０００円（１泊２日宿泊費・諸経費込み）


４．２日目の１６日は観光を計画しています。


尚、山形からは観光バスでの参加を予定しています。参加人数にもよりますが、交通費として往復１２，０００円位を見込んでいます。


以上


「古稀の会」実行委員会事務局から





京都の花見を楽しんだ関西の皆さん





初めての宿泊例会（蔵王温泉で）





地酒、地ビールをたっぷり味わった小旅行





【あ　と　が　き】


会員の情報交換や親睦、交流の促進を目指し、２００７年７月に第１号を発行して以来、第１０号になった「東濤会だより」は、会員諸氏の活発な交流活動や豊富な話題提供、さらには積極的なご寄稿に支えられ、年３回の発行ペースを守り続けている。改めて皆さんの多彩なライフワークに敬意を表しながら、ご協力に感謝したい。


前回は原稿量が多く、余白や文字を縮小したため、「読みにくい」とのご指摘を受けた。今回も延岡市に住む吉田光男君の足跡や関西地区の観桜会、首都圏囲碁愛好会の宿泊研修会など様々な話題が寄せられ、Ａ４版８頁のスペースが早々と埋まった。


文字の縮小を避けるため、寄せられた原稿や写真を一部短縮、割愛させていただいたほか、会員歴訪の「おじゃまします」は休載せざるを得なかった。ご容赦いただきたい。


次号は２０１０年９月頃に発行の予定。県外からの投稿や紹介も大歓迎。鈴木正朗・事務局長にご一報ください。
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